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こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
へ
の
問
い
（
９
）

！
原
爆
の
日
」
七
三
年
！

“
核
禁
条
約

”
埋
ま
ら
ぬ
溝
！
賛
同

求
め
る
！
広
島
・
長
崎
・

拒
む
政
府
！
・
・

「
核
兵
器
禁
止
条
約
か
ら
一
年
た
っ
て
迎
え
た
広
島
原
爆
の
日
。
条
条
約

へ
の
参
加
を
求
め
る
被
爆
者
に
、
政
府
は
改
め
て
拒
否
す
る
姿
勢
を
示
し

た
。
六
日
『
原
爆
の
日
』
か
ら
七
三
年
。
広
島
被
爆
者
団
体
連
絡
会
議
の

吉
岡
幸
雄
事
務
局
長
（
八
九
）
は
、
核
禁
条
約
に
参
加
し
な
い
日
本
政
府
を

批
判
し
、『
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。
過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ん
（
平
和

記
念
公
園
の
）
碑
文
の
近
い
に
背
く
』」
と
批
判
し
た
。

九
日
の
長
崎
で
も
、「
式
典
後
、
面
談
し
た
被
爆
者
に
真
意
を
問
わ
れ
た

安
倍
首
相
は
『（
核
廃
絶
め
ざ
す
）
ア
プ
ロ
ー
チ
』
が
異
な
る
」
と
答
え
た
。

長
崎
原
爆
被
災
者
協
議
会
の
田
中
重
光
会
長
（
七
七
）
は
『
唯
一
の
被
爆
国
』

と
い
う
言
葉
は
、
苦
し
み
や
願
い
を
分
か
っ
て
か
ら
使
っ
て
ほ
し
い
と
不

満
を
も
ら
し
た
。
～
安
倍
首
相
に
、
広
島
・
長
崎
の
挨
拶
で
、
核
兵
器
禁

止
条
約
に
一
言
も
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
真
意
を
、『
返
っ
て
き
た
の

は
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
異
な
る
国
の
橋
渡
し
役
と
い
う
言
葉
。

こ
れ
ま
で
の
発
言
の
コ
ピ
ー
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
』。
～
会
合
後
、
田
中
さ

ん
は
『
被
爆
地
に
来
て
、
条
約
に
触
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
を

無
視
し
て
い
る
の
か
と
思
う
』
と
述
べ
た
。」
七
三
年
の
経
緯
に
想
い
馳
せ

沸
々
と
怒
り
と
混
沌
が
格
闘
す
る
夏
。

「
核
禁
条
約
は
昨
年
七
月
七
日
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
一
二
二

カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
三
の
国
連
加
盟
国
の
六
割

以
上
に
あ
た
る
。
条
約
の
前
文
は
『
核
兵
器
使
用
の
犠
牲
者
（
ヒ
バ
ク
シ

ャ
）
と
核
実
験
の
被
害
者
に
も
た
ら
さ
れ
た
受
け
入
れ
が
た
い
苦
痛
と
被

害
を
心
に
留
め
る
』
と
う
た
っ
た
。
核
兵
器
は
必
要
悪
で
な
く
絶
対
悪
だ
。

核
禁
条
約
を
推
進
し
、
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
」
代
表
と
し
て
、

２０９
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平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）

大
分
県
日
田
市
か
ん
ぽ
の
宿
に
於

い
て
大
分
県
知
事
（
代
理
）、
日
田

市
長
を
は
じ
め
福
祉
関
係
者
の
出

席
の
も
と
第
42

回
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
本
部
理
事
の
基

調
報
告
が
あ
り
、
脊
髄
損
傷
者
の

現
状
分
析
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
こ
こ
数
年
と
み
に

進
化
し
て
い
る
、
自
動
運
転
自
動

車
に
つ
い
て
、
金
沢
大
学
の
菅
沼

直
樹
氏
よ
り
「
自
動
運
転
自
動
車

へ
の
期
待
と
課
題
」
と
題
し
講
演

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

自
動
運
転
化
は
、
ほ
ぼ
実
現
さ

れ
て
い
る
が
制
度
上
の
問
題
や
細

か
い
技
術
上
の
課
題
が
あ
り
、
実

際
に
街
を
走
行
す
る
時
代
が
来
る

の
は
早
く
て
５
年
、
遅
く
と
も
25

年
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

今
大
会
の
出
席
者
は
地
元
会
員
、

関
係
者
を
含
め
２０
数
名
余
り
で
、

組
織
強
化
の
課
題
、
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
の
有
り
よ
う
を
直
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
突

き
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
北
九
支
部

白
川
長
廣
）

全国脊髄損傷者連合会

第 42回九州ブロック会議大分大会

開催される

議長団（末永・大分、藤田・福岡）

基調報告を行う全脊連

副代表理事 安藤信哉氏
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は
じ
め
に

私
た
ち
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
障
害
の
種
別
や
程
度
に
関

わ
り
な
く
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

「
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て

運
動
の
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
や

長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
や
労
働
条
件
等
の
整
備

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の
重
点
課

題
の
ひ
と
つ
で
す
。

障
害
者
権
利
条
約
の
第
二
十
七

条
「
労
働
及
び
雇
用
」
一
項
「
締

約
国
は
、
障
害
者
が
他
の
者
と
の

平
等
を
基
礎
と
し
て
労
働
に
つ
い

て
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め

る
。
こ
の
権
利
に
は
、
障
害
者
に

対
し
て
開
放
さ
れ
、
障
害
者
を
包

容
し
、
及
び
障
害
者
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
い
労
働
市
場
及
び
、
労

働
環
境
に
お
い
て
、
障
害
者
が
自

由
に
選
択
し
、
又
は
承
諾
す
る
労

働
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る
機
会

を
有
す
る
権
利
を
含
む
。
締
約
国

は
、
特
に
次
の
こ
と
の
た
め
の
適

当
な
措
置
（
立
法
に
よ
る
も
の
を

含
む
。）
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
労

働
に
つ
い
て
の
障
害
者
（
雇
用
の

過
程
で
障
害
を
有
す
る
こ
と
と
な

っ
た
者
を
含
む
。）の
権
利
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
、
及
び
促

進
す
る
。」。

こ
の
、
障
害
者
権
利
条
約
を
基

礎
と
し
つ
つ
、
当
面
は
、「
改
正
障

害
者
雇
用
促
進
法
」
と
同
法
に
基

づ
き
策
定
さ
れ
た
「
障
害
者
差
別

禁
止
指
針
」
と
「
合
理
的
配
慮
指

針
」
の
実
効
性
の
確
保
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
ま
す
。

雇
用
率
偽
装
問
題
に
つ
い
て

し
か
し
、
今
年
八
月
に
発
覚
し

た
障
害
者
雇
用
で
率
先
垂
範
す
べ

き
中
央
省
庁
や
地
方
自
治
体
が
、

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
雇
用
率

を
ご
ま
か
し
て
、
日
本
国
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
国
民
（
障
害
者
）
の

働
く
権
利
を
侵
害
し
た
こ
と
は
、

重
大
問
題
で
す
。
障
害
者
雇
用
の

制
度
と
政
策
へ
の
国
民
の
信
頼
を

大
き
く
揺
る
が
し
て
い
る
大
問
題

で
す
。
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
障
害

者
の
雇
用
機
会
が
四
〇
年
以
上
に

渡
っ
て
失
わ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、

障
害
者
の
権
利
を
大
き
く
損
ね
る

行
為
と
し
て
厳
し
く
糺
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

し
て
や
公
務
部
門
に
は
課
せ
ら
れ

て
い
な
い
法
定
雇
用
率
未
達
成
の

納
付
金
制
度
の
問
題
が
有
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
部
門
に
課
せ
ら
れ
て

い
る
納
付
金
制
度
を
比
較
考
慮
す

る
と
官
優
遇
と
の
誹
り
を
免
れ
な

い
行
為
だ
と
い
え
る
の
で
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
中
央
省
庁
に
民

間
部
門
と
同
様
の
納
付
金
を
支
払

わ
せ
て
も
、
そ
の
原
資
は
税
金
で

国
民
の
お
金
で
す
。
こ
れ
で
は
、

公
務
部
門
は
全
く
腹
が
痛
ま
な
い

の
で
お
か
し
な
話
で
す
。
で
は
、

こ
の
責
任
を
ど
う
取
ら
せ
る
の
か

非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
務
部
門
は
責
任
を

取
ら
ず
、
お
咎
め
な
し
と
い
う
の

で
は
誰
も
納
得
出
来
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
達
成
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
法
定
雇
用
率
を
達
成
さ
せ
よ

う
と
、
中
央
省
庁
で
慌
て
て
雇
用

を
進
め
る
こ
と
に
も
懸
念
が
あ
り

ま
す
。
障
害
の
特
性
を
理
解
せ
ず

に
雇
用
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
働

き
始
め
た
障
害
当
事
者
が
辛
い
思

い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

職
場
の
同
僚
が
障
害
に
対
す
る
理

解
が
乏
し
く
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら

せ
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事

態
が
起
こ
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
我
が
国
の
障
害
者
の
雇

用
法
に
つ
い
て
再
考
し
て
み
ま
す
。

障
害
者
雇
用
率
偽
装
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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貧
乏
暇
あ
り

９
日
間
の
勾
留
か
ら
解
放

さ
れ
た
。

容
疑
：
膀
胱
炎
お
よ
び
、
腎

盂
炎

証
拠
：
血
液
鑑
定
、
電
磁
的

鑑
定
（
エ
コ
ー
）
お
よ
び
物

理
的
鑑
定
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

事
実
：
膀
胱
か
ら
の
出
血
お

よ
び
２
次
的
細
菌
感
染

判
決
：
１
週
間
の
勾
留

膀
胱
内
か
ら
の
出
血
が
止

ま
ら
ず
、
血
液
が
凝
固
し
て

排
出
が
で
き
な
い
状
態
に
陥

る
。
か
か
り
つ
け
の
医
院
に

連
絡
す
る
が
、
時
間
外
で
受

診
出
来
ず
、
市
の
救
急
案
内

に
問
い
合
わ
せ
る
と
泌
尿
器

科
の
救
急
は
な
い
と
の
こ
と
。

ダ
メ
も
と
で
、
何
十
年
か

前
に
か
か
っ
て
い
た
、
総
合

病
院
に
電
話
す
る
と
、
何
と

か
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

大
き
な
カ
テ
ー
テ
ル
で
膀

胱
内
か
ら
滞
留
物
を
排
出
し
、

出
血
が
止
ま
り
そ
の
原
因
が

判
る
ま
で
の
勾
留
が
決
定
さ

れ
、
緊
急
入
院
し
た
。

膀
胱
が
膨
満
し
て
き
た
時

は
、
死
ぬ
か
と
思
っ
た
。

夜
間
受
診
が
で
き
る
と
こ

ろ
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
の

重
要
性
を
思
い
知
っ
た
次
第
。

看
護
師
が
こ
ん
な
カ
ル
テ

が
あ
っ
た
と
は
、
と
昔
の
カ

ル
テ
を
見
て

感
心
し
て
い

た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

４
人
部
屋

で
あ
っ
た
が
、

カ
ー
テ
ン
で

仕
切
ら
れ
見

え
る
の
は
、
ベ
ッ
ド
周
り
の

み
。
２
方
は
壁
、
２
方
は
写

真
の
よ
う
な
カ
ー
テ
ン
。

外
界
は
、
雨
が
降
り
続
い

て
い
た
の
だ
が
、
全
く
天
気

を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、
昼

な
の
か
、
夜
な
の
か
も
判
断

で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
。
か

ろ
う
じ
て
人
の
動
き
、
食
事

の
配
膳
で
１
日
を
知
る
。（
２

０

１

４

年

８

月

２１

日

付

facebook

よ
り
）

４
年
前
も
雨
続
き
の
よ
う

だ
っ
た
が
、
こ
の
日
も
雨
だ

っ
た
。
猛
暑
続
き
の
今
年
の

夏
、
水
分
を
い
く
ら
摂
っ
て

も
、
汗
で
出
て
し
ま
い
尿
量

は
極
端
に
減
っ
て
い
た
。

前
日
か
ら
、
少
し
尿
に
血

が
混
じ
っ
て
い
た
の
だ
が
、

時
々
あ
る
こ
と
。
あ
ま
り
気

に
せ
ず
に
水
分
を
摂
れ
ば
治

る
か
な
？
と
い
つ
も
に
増
し

て
、水
分
補
給
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
次
第
に
尿
に
血

の
塊
が
混
じ
り
だ
し
、
カ
テ

ー
テ
ル
の
先
端
の
穴
を
塞
ぎ

だ
し
た
。
塊
を
取
り
除
い
て

は
排
尿
を
し
て
い
た
が
、
と

う
と
う
排
尿
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
前
段
の

facebook

記
事
の
通
り
の
再

来
で
あ
る
。

ま
た
も
や
休
日
の
夜
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
回
は
慌
て

る
こ
と
な
く
、
前
回
受
け
た

総
合
病
院
へ
電
話
を
し
、
事

情
を
説
明
し
て
、
受
け
入
れ

て
も
ら
え
た
。

前
回
の
経
験
か
ら
、
そ
の

ま
ま
入
院
を
覚
悟
し
、
支
度

を
し
て
出
か
け
た
。

病
院
に
行
く
と
、
医
師
が

待
ち
受
け
て
い
た
。
待
っ
て

い
る
間
に
前
回
の
カ
ル
テ
を

見
て
い
た
ら
し
く
「
前
回
と

同
じ
よ
う
な
時
期
で
す
ね
」

と
笑
っ
て
い
た
。

若
干
の
検
査
と
排
尿
処
置

を
し
、「
様
子
を
見
て
改
善
し

な
い
よ
う
だ
っ
た
ら
、
い
つ

で
も
来
る
よ
う
に
」
言
わ
れ

帰
宅
。
入
院
の
替
わ
り
に
一

週
間
、
大
き
な
袋
を
提
げ
て

の
生
活
を
送
っ
た
。

（
北
九
州
支
部

白
川
長
廣
）
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福
岡
県
福
祉
労
働
部
障
が

い
福
祉
課
よ
り

「
障
が
い
者
に
対
す
る
航
空
旅

客
運
賃
の
割
引
に
つ
い
て
」
の
お

知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
掲

載
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
に
記
載

さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
全
航
空
会

社
が
一
律
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
ご
利
用

さ
れ
る
航
空
会
社
で
確
認
の
上
、

ご
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 

（
北
九
州
支
部
）

 
 

都
道
府
県
知
事

各

指
定
都
市
市
長

殿

 
 

中
核
市
市
長

障
発
０
９
２
１
第
８
号

平
成
３０
年
９
月
２１
日

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害

保
健
福
祉
部
長
（
公
印
省
略
）

障
害
者
に
対
す
る
航
空
旅
客
運
賃

の
割
引
に
つ
い
て
（
通
知
）

身
体
障
害
者
及
び
、
知
的
障
害

者
に
係
る
航
空
旅
客
運
賃
の
割
引

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
身
体

障
害
者
航
空
旅
客
運
賃
の
割
引
に

つ
い
て
」（
平
成
１４
年
１０
月
１６
日

社
援
発

第1016008

号

厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
長
通
知
）
及

び
、「
知
的
障
害
者
に
対
す
る
航
空

旅
客
運
賃
の
割
引
に
つ
い
て
」（
平

成
３
年
９
月
２４
日
元
発

第
８
１

２
号

厚
生
省
児
童
家
庭
局
長
通

知
）（
以
下
「
両
通
知
」
と
い
う｡）

に
よ
っ
て
、
周
知
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
般
、
一
部
の
航
空
運

送
事
業
者
に
お
い
て
、
精
神
障
害

者
に
対
し
て
も
、
航
空
旅
客
運
賃

の
割
引
制
度
が
、
適
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、
身
体
障
害
者
及
び
、
知

的
障
害
者
に
対
す
る
割
引
に
つ
い

て
も
、障
害
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、

手
帳
を
提
示
で
き
る
者
全
員
に
対

し
て
、
介
護
者
１
名
ま
で
、
割
引

を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
障
害
者
に
対
す

る
航
空
旅
客
運
賃
の
割
引
に
つ
い

て
、
別
紙
の
と
お
り
、
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
ど
な
り
ま
し
た
の
で
、

御
了
知
の
上
、
管
内
市
町
村
、
関

係
団
体
等
に
対
し
て
、
周
知
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
施
行

に
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
両
通
知
は
平
成

３０
年
１０

月
４
目
を
も
っ
て
廃
止

し
ま
す
。
な
お
、
本
通
知
は
、
地

方
自
治
法
（
昭
和
３２

年
法
律
第

６７
号
）
第
２
４
５
条
の
４
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
技
術
的
助
言
と

し
て
、
通
知
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
本
通
知
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
と
協
議
済
み
で
あ
る

こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

別
紙

第
１

割
引
運
賃
額 

 
 

障
害
者
に
対
す
る
割
引
運
賃
は
、

第
２
の
１
及
び
、
２
に
掲
げ
る
各

航
空
運
送
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

設
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
航
空
運

送
事
業
者
又
は
、
路
線
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

第
２

割
引
運
賃
の
適
用
区
間

１

身
体
障
害
者
及
び
、
知
的

障
害
者
に
つ
い
て

割
引
運
賃
の
適
用
区
間
は
、
日

本
航
空
（
株
）、
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ

ー
シ
ャ
ン
航
空
（
株
）、
日
本
エ
ア

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
株
）、
琉
球
エ
ア

ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
株
）、（
株
）

ジ
ェ
イ
エ
ア
、（
株
）
北
海
道
エ
ア

シ
ス
テ
ム､

全
日
本
空
輸
（
株
）、

Ａ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ン
グ
ス
（
株
）、

ス
カ
イ
マ
ー
ク
（
株
）、（
株
）
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
、（
株
）ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
、

（
株
）ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、（
株
）

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
、

新
中
央
航
空
（
株
）
、
ア
イ
ベ 

 

ッ
ク
ス
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
株
）、
東

邦
航
空
（
株
）、
オ
リ
エ
ン
プ
タ
ル

エ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
（
株
）
及
び
、
天

草
エ
ア
ラ
イ
ン
（
株
）
の
定
期
航

空
路
線
の
匡
内
線
全
区
間
と
す
る
。

２

精
神
障
害
者
に
つ
い
で

 
 

（
省
略
）

第
３

割
引
運
賃
の
適
用
範
囲

１

身
体
障
害
者
に
つ
い
て

（
１
）

次
の
①
又
は
、
②
の

身
体
障
害
者
が
介
護
者
（
航
空
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福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告

６
月
６
日

北
九
州
支
部

北
九

州
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第

２
回
会
議

北
九
州
市
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
レ
ア
ス

６
月
７
日

北
九
州
支
部

北
九

州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

常
任
委
員
会

ウ
ェ
ル
と
ば
た

東
部
障
害
者
福
祉
会
館

６
月
２４

日

第
２
回
筑
後
支
部

定
例
会

 
 

会
費
納
入
の
お
願
い

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、
お

願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
会
費

７
２
０
０
円

※
減
額
対
象
者
あ
り

■
賛
助
会
員

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円

■
口
座

郵
便
振
替
口
座

■
口
座
番
号

０
１
７
６
０

３

２
８
９
２
５

■
口

座

名

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
九
支
店

当
座
０
０
２
８
９
２
５

福
脊
連
資
金
確
保
の
事
業
、

『
島
原
手
延
べ
そ
う
め
ん
』
の
販

売
も
、
本
年
で
15
年
を
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
も
、
会
員
の
皆

様
、
賛
助
会
員
の
方
々
を
始
め
、

関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
る
協
力

に
よ
っ
て
、
例
年
同
様
に
販
売
し

活
動
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
会
会
長
、
各
支
部
長
及

び
役
員
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
の
各
支
部
の
販
売
数
及
び
、

福
岡
県
支
部
へ
の
還
元
金
に
つ
い

て
、
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
本
来
な
ら
ば
、
購
入
い
た
だ

い
た
方
、
全
て
の
ご
芳
名
を
掲
載

す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
容

赦
下
さ
い
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

県
役
員
・
支
部
役
員
一
同

支 部 名 県支部還元金 九脊連還元金

北九州支部 18550 円 5300 円

福岡支部 8100 円 2400 円

筑豊支部 4500 円 1400 円

筑後支部 1750 円 500 円

県本部（織田） 18350 円 2600 円

合計 51,250 円 12,200 円

そ
う
め
ん
販
売
還
元
金
報
告
書

ご
協
力
の
御
礼
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編
集
後
記

す
ぐ
上
に
掲
載
し
て
あ
る
、
お

知
ら
せ
に
あ
る
ペ
ー
ジ
を
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。
知
ら
な
か
っ
た
事

が
結
構
あ
り
ま
し
た
。

（
坂
本
）

《 今月の時事 》

「車の電子キーが使えない！ 佐世保の怪」、１００台以上の自動車の電子キーが作動せ

ず、ドアの開閉やエンジンの始動ができないーそんな「事件」が５月下旬、長崎県佐世保

市であった。何が起きたのか。トラブルは土・日の５月２６日、２７日を中心に発生した。

総務省九州綜合通信局は、翌２８日に情報を把握。販売店の聞き取り調査で、不具合は少

なくとも１４０件以上とわかった。担当者は「一つの街でこれだけ集中的に電子キーの不

具合が起きるのは、ちょっと記憶に無い」と話す。～地元では根強く語られているのが「軍

艦原因説」だ。佐世保は米海軍の艦船８隻、海上自衛隊の護衛艦１５隻が母港とする「基

地の街」。周波数が非公開の軍用無線も日常的に飛び交っているとみられる。～同じく軍港

がある横須賀市「神奈川県」でも、似た事例が起きたことがある。国や市によると、０５

年に羽田空港の装置が誤作動するトラブルがあり、横須賀に停泊中の米艦が誤って発信し

た電波が原因と判明した。０８年には市内の複数の自動ドアでセンサー作動がしなくなり、

車の電子キーの不具合も報告されている。～一方で「軍事無線は傍受を避けるために周波

数を換えながら使う。同じような電波が過去に佐世保で飛んでいた可能性はある」と指摘

されている。（朝日新聞、2018 年７月２５日朝刊から）。だが起因は、もっと別にあると

もいえる。「知ってはいけない〜隠された日本支配の構造」矢部宏治著,（講談社現代新書）

目次から、１、日本上空は、すべて米軍に支配されている。２、日本の国土は、すべて米

軍の治外法権下にある。３、日本には国境はない。４、国のトップは「米軍＋官僚」であ

る。５、国家は密約と裏マニュアルで運営する。６、政府は憲法にしばられない。７、重

要な文書は、最初すべて英文で作成。８、自衛隊は米軍の指揮のもとで戦う。・・横須賀

年次議定書について知ってはいましたが、具体的な「密約」の詳細は、初めて知って驚き

ました。一読に値する「不都合な真実」かもしれません。「知らなかった真実」との言い

訳にしない為にも・・読書の秋・・（しん）

お知らせです：ぜひご覧ください。 意外と誤解が多い「車いすマーク」 法的な効力はあるの？

https://carview.yahoo.co.jp/news/market/20180720-10327197-carview/

「だれでもトイレ」に健常者 必要な人にしわ寄せも  

https://style.nikkei.com/article/DGXMZO32688910W8A700C1KNTP01?n_cid=LMN

ST020
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